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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
本
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
十
二
月
末
に
私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
日
常
は
、
社
会
経
済
活
動
を
含
め
て

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
今
、
多
く
の
場
面
で
以
前
の
姿
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
大
雨
災
害
で
の
支
援
活
動
や
様
々
な
事
業
活
動
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
活
動
す
る
自
治
会
長
・
町
内
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
関
連
機
関
、
福
祉
関

係
団
体
等
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
優
し
さ
を
学
び
、

私
な
り
の
会
長
職
を
務
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
お
い
て
、
個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
課
題
は
、

核
家
族
化
、
８
０
５
０
問
題
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
や
生
活
困
窮
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
せ
ず
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
意
義
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う

に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
幅
広
い
関
係
分
野
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
丸
ご
と

相
談
員
の
活
動
や
ま
る
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
新
た
な
事
業
を
展
開
し
、
市
民

の
皆
様
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
見
守
る
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、
多
く
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
、
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
　
元
旦

能
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範
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本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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対
象
団
体
　
　
市
内
に
在
住
し
、地
域
住
民
を
対
象
に
自

主
的
に
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
、共
同

募
金
運
動
に
積
極
的
に
参
画
す
る
団
体

対
象
事
業
　
◇
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
活
動

◇
障
が
い
児
・
障
が
い
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
た
め
の
活
動

◇
児
童
・
青
少
年
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

の
活
動

◇
そ
の
他
、住
民
全
般
の
福
祉
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
活
動

※

対
象
と
な
る
事
業
は
、市
内
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
地
域
福
祉
活
動
で
す
。

助
成
額
　
　
１
団
体
10
万
円
を
限
度
と
し
、予
算
の
範

囲
内
で
審
査
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

申
請
期
限
　
令
和
６
年
２
月
９
日（
金
）ま
で

※

申
請
書
は
、能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
窓

口
に
あ
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
能
代
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　（
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
　
☎
89―

６
０
０
０

●
燃
料
費
の
助
成

　
個
人
・
団
体
等
が
所
有
す
る
除
雪
機
等
を
使
用
し
て
高
齢

者
宅
等
（
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
等
）
を

除
雪
す
る
場
合
に
、
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す
。

※

助
成
額
、
要
件
等
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
小
型
除
雪
機
＆
軽
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
の
貸
出

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
に
除

雪
支
援
す
る
場
合
に
、
小
型
除
雪
機
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
を

無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

※

こ
の
事
業
の
燃
料
費
の
助
成
は
、
能
代
市
福
祉
基
金
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
89―

６
０
０
０

　
　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
73―

３
８
０
１

●
教
育
支
援
資
金

　
低
所
得
者
世
帯
（
生
活
保
護
基
準
額
の
１
・
７
倍
程
度

の
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
）
を
対
象
に
無
利
子
で
教

育
支
援
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

•
教
育
支
援
費 

高
校
、大
学
、高
等
専
門
学
校
の
就
学
に

必
要
な
経
費

※

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
貸
付
月
額
の
１
・

５
倍
の
額
ま
で
貸
付
可
能
で
す
。

•
就
学
支
度
費 

高
校
、大
学
、高
等
専
門
学
校
等
の
入
学

に
必
要
な
経
費
　
　

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

世
帯
等
を
支
援
す
る
た
め
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
だ
け
で
な
く
、
団
体
・
学
校
（
部
活
）・

企
業
等
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

•
除
雪
範
囲
は
日
常
生
活
の
確
保
に
必
要
な
通

路
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
ト
ー
ブ
の
排
気
口
周
辺

等
で
す
。

•
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
駐
車
場
の
排
除
雪
は
行
い

ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
89―

６
０
０
０

　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
73―

３
８
０
１

●
総
合
支
援
資
金

　
失
業
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
支
援
（
就
労

支
援
、
家
計
指
導
等
）
を
行
い
、
自
立
が
見
込
ま
れ
る
世

帯
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

•
生
活
支
援
費
　
生
活
再
建
ま
で
に
必
要
な
生
活
費

•
住
宅
入
居
費
　
住
宅
の
賃
貸
契
約
に
必
要
な
経
費

•
一
時
生
活
再
建
費
　
日
常
生
活
費
で
賄
え
な
い
、一
時
的

に
必
要
な
経
費

※

貸
付
に
は
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

　
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

問
合
せ
　
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
89―

６
０
０
０

福
祉
団
体
助
成
事
業
の

　
　
　
　
　
　
申
請
受
付

雪
対
策
支
援
事
業

生
活
福
祉
資
金
の
ご
案
内

雪
ん
こ
レ
ン
ジ
ャ
ー

（
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

社
協
か
ら
の

お
知
ら
せ

HAPPY
NEW YEAR

能代市社協だより3 2024.1

　社協では、「すべての人が、支え手と受け手に分かれるので
はなく」、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら
自分らしく活躍できる地域づくりを目指しています。その福

祉教育推進の一環とし
て、能代市立第四小学
校を訪問し、４年生を
対象に「ふくし」の体
験型学習を行いました。
　４年生の皆さんは「ふくし」やボランティアについ
て学んだ後、「視覚障がい」「車いす支援」「高齢者福祉」
「ユニバーサルデザイン」「ボッチャ」の中から、それぞ
れ選んだテーマについて学びを深めました。

「丸ごと相談員」が能代市立第四小学校を訪問！「丸ごと相談員」が能代市立第四小学校を訪問！

子どもたちと　　　　について考えました“ふくし”

能代市社会福祉大会

【香典返し】　・小山　靖雄 様
寄付金は、地域福祉活動に使わせていただきます。

受賞された皆様、おめでとうございました。

【善意】心温かいご寄付ありがとうございました。（令和5年10月21日～11月24日）

　令和５年度能代市社会福祉大会を11月15日に能代市文化会館中ホールで行いました。
　式典では、多年にわたり社会福祉の発展に功績のあった８名の方々を表彰し、式典終了後
には、にいがた災害ボランティアネットワーク理事長の李仁鉄氏より、「福祉活動と災害対策
～普段の活動の、その先にある災害対策～」をテーマにご講演いただきました。
【受賞者】
•楠　　　清　孝〈能代市民生委員児童委員協議会〉
•工　藤　たつ子〈二ツ井町赤十字奉仕団〉
•成　田　粋　子〈二ツ井地区更生保護女性会〉　
•大　髙　清　子〈能代市子ども会育成連合会〉
•大　森　康　子〈能代市母子寡婦福祉連合会〉
•工　藤　ヒロ子〈能代市連合婦人会〉
•簾　内　喜代子〈能代市連合婦人会〉
•藤　田　文　子〈能代市連合婦人会〉 （敬称略）

会場前のロビーでは
ねむの木苑の皆様に
コーヒーサロン
「ねむカフェ」を

開催して
いただきました♪

実際に
点字に触れて
みました!

気付いた
ことを

たくさん発表して
くれました!
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権利擁護センターは
このような業務を行っています

成年後見制度に関する相談・支援

　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が十分でない方が地域において
自立した生活を送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスに関する情報提供や、利用
手続き等のお手伝いをします。

❶を基本に❷と❸のサービスをご利用いただけます。
❶福祉サービスの利用援助　❷日常的金銭管理サービス　❸書類等の預かりサービス

　成年後見制度の申し立て手続きや提出書類の作成方法など成年後見制
度の利用に関するご相談をお受けします。また、法律などの専門知識が
必要な相談は専門機関におつなぎします。
※成年後見制度とは‥‥認知症や障がい等により判断能力が十分でない
方に代わって、権利・財産・生活を守り、法的に支援する制度です。

　成年後見制度、日常生活自立支援事業を知りたい・学びたいという方や、高齢者や障がいのあ
る方の福祉に携わる方に向けて、研修会や出前講座を開催することにより、成年後見制度、日常
生活自立支援事業への正しい理解と普及、利用の促進を図ります。

日常生活自立支援事業の実施

成年後見制度、日常生活自立支援事業の普及・啓発

　市民の皆様の様々な困りごとについて、弁護士が専門的な法律相談を行います。
開催日　令和６年１月24日（水）・２月28日（水）・３月27日（水）
場　所　能代市社会福祉協議会面談室
時　間　午後１時30分～午後４時
定　員　市内在住の方、先着５名
問合せ　能代市社会福祉協議会　☎89－6000

※この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

☎89－6000問合せ
受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
※ご相談は事前にお電話いただけるとスムーズです。

　サロン、老人クラブ等への
出前講座も実施しています。
　お気軽にご相談ください。

相談無料

弁 護 士 に よ る 無 料 法 律 相 談
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　課題を解決しながら、生活の安定・自立を目指しましょう。
　就職活動など、あなたのニーズに合わせた支援を行い、相談支援員と共に、生活の安定・
自立を目指しましょう。

　課題を解決するためのプランを作成しましょう。
　一人ひとりの課題を解決するために、具体的な目標を一緒に考えましょう。

　悩みごと、心配ごとをお聞かせください。
　相談支援員と一緒に課題を整理しましょう。

く ら し サ ポ ー ト 相 談 室

　生活困窮者自立支援事業にもとづき、様々な事情により経済的にお困りの方を対象に、一人ひ
とりの状況に合った支援を行います。

生活困窮者自立支援事業
　生活の困りごとや不安
について、相談支援員が
一緒に課題を考え、寄り
添いながら自立に向けた
支援を行います。

制服リユース事業
　市内中学校・高等学校の不要になった制
服を引き取り、必要としている世帯に無償
で提供します。

たすけあい資金貸付事業
　一時的な出費によって日常生活が困難と
なった世帯に、繋ぎ資金を貸付します。

生活福祉資金貸付事業
　他の貸付制度等が利用できない低所得者
や高齢者、障がい者の生活を経済的に支え
るため、資金の貸付を行い、生活が安定す
るよう支援します。

フードバンク事業
　民間事業者等からの食料品等の寄付を受
け、生活困窮者等に無償で提供し、ともに
考えながら自立に向けて支援します。

家計改善支援事業
　家計の管理がうまくで
きていない方の相談に応
じ、家計の管理をする力
を高める支援を行います。

就労準備支援事業
　仕事に就くために一定
の準備が必要な方の、一
人ひとりの状況に応じた
就労支援を行います。

☎88－8186問合せ 受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
※ご相談は事前にお電話いただけるとスムーズです。

ステップ ●1

ステップ●2

ステップ●3

まずは、
ご相談ください！

～相談から支援までの3つのステップ～3つのステップ
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権利擁護センターは
このような業務を行っています

成年後見制度に関する相談・支援

　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が十分でない方が地域において
自立した生活を送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスに関する情報提供や、利用
手続き等のお手伝いをします。

❶を基本に❷と❸のサービスをご利用いただけます。
❶福祉サービスの利用援助　❷日常的金銭管理サービス　❸書類等の預かりサービス

　成年後見制度の申し立て手続きや提出書類の作成方法など成年後見制
度の利用に関するご相談をお受けします。また、法律などの専門知識が
必要な相談は専門機関におつなぎします。
※成年後見制度とは‥‥認知症や障がい等により判断能力が十分でない
方に代わって、権利・財産・生活を守り、法的に支援する制度です。

　成年後見制度、日常生活自立支援事業を知りたい・学びたいという方や、高齢者や障がいのあ
る方の福祉に携わる方に向けて、研修会や出前講座を開催することにより、成年後見制度、日常
生活自立支援事業への正しい理解と普及、利用の促進を図ります。

日常生活自立支援事業の実施

成年後見制度、日常生活自立支援事業の普及・啓発

　市民の皆様の様々な困りごとについて、弁護士が専門的な法律相談を行います。
開催日　令和６年１月24日（水）・２月28日（水）・３月27日（水）
場　所　能代市社会福祉協議会面談室
時　間　午後１時30分～午後４時
定　員　市内在住の方、先着５名
問合せ　能代市社会福祉協議会　☎89－6000

※この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

☎89－6000問合せ
受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
※ご相談は事前にお電話いただけるとスムーズです。

　サロン、老人クラブ等への
出前講座も実施しています。
　お気軽にご相談ください。

相談無料

弁 護 士 に よ る 無 料 法 律 相 談
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制服リユース
いきいきサロン

福祉教育

特別会員とは?

　　　　　☎89-6000
受付時間　午前 8時 30分
 ～午後 5時 15分

会費について、ホームページ
　　　からもご覧いただけます。

　能代市社会福祉協議会では、「誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる地域づくり」
の理念のもと、個人や家庭が抱える生活福祉課題の解決に向け、関係する多くの機関と連携・協
働しながら様々な事業に取り組んでいます。
　特別会員とは、こうした地域福祉の推進に向けた活動にご賛同いただいた企業や事業所の皆様
です。
　その加入によりいただいた特別会費は、地域で支援が必要な方々に対する様々な支え合い・助
け合い活動の貴重な自主財源として活用しており、本会の活動に欠かすことのできない重要な資
金となっています。

募金との違いは?
　会費は募金とは違い、会員の皆様に、社協の「サポーター」としてご協力いただくものです。
募金は、それぞれの趣旨のもと、集められるものです。
　一方、社協の会費は、能代市の地域福祉推進のすべてに活用できるものであり、会員の皆様の
参画意識が、能代市の地域福祉に大きく寄与するものと考えています。「福祉のために何かした
い」「気持ちはあるけど時間がない」という皆様にとっても、会費にご協力いただくことで、社協
を応援していただき、地域福祉活動に参画するひとつの方法になると考えています。ぜひ皆様の
あたたかい心をお寄せください。

❶世帯を対象とした一般会員（一口 500円）
　　　　　　　　　  ※自治会・町内会を通してご協力をいただいています。
❷個人を対象とした賛助会員（一口 1,000円以上）
　　　　　　　　　  ※本会の趣旨にご賛同いただける個人
❸企業・団体を対象とした特別会員（一口 2,000円以上）
　　　　　　　　　  ※本会の趣旨にご賛同いただける企業・事業所

会費を活用して行っている主な事業

能代市社会福祉協議会　　　　　　特別会員加入のお願い

社協会費
の種類

問合せ


